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瞳
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昌
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p
h
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一HH

序

前

定
調
路
心
所
有
闘
係
よ
り
見
た
る
考
築

支
油
事
業
由
連
皆
よ
り
見
た
る
考
按

閲

交
掴
掛
川
醐
白
遊
謹
よ
り
見
た
る
考
務

五

建
柑
費
本
目
制
詰
よ
リ
見
た
る
考
談

ー，、
調
占
事
業
た
る
性
質
よ
り
北
た
る
考
察

序

叫

同日

交
通
事
業
ご
い
ふ
は
、
交
辿
機
闘
を
設
備
し
て
.
ー
公
衆
の
交
通
目
的
を
達
成
せ
し
む
る
所
内
経
済
事
業
で
あ

る
ο
今
日
に
於
て
は

枇
曾
を
構
成
す
る
所

ω各
人
相
互
り
関
係
は
、
何
等
か
の
交
通
機
関
を
経
由
す
る
ニ
ご
な

〈
し

τは
、
成
立
し
、
維
持
L
‘
後
展

L
得
さ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
を
倒
人
心
立
抑
制
よ
り
見
る
も
、
交

通
機
関
は
各
人
の
生
活
り
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
交
捗
を
も
っ
て
居
る
。
そ
の
経
済
盆
活
は
い
ふ
ま
で
も
な
〈
、

そ
の



政
治
生
活
、

ぞ
の
枇
交
生
活
、
そ
り
皐
問
生
活
、
そ
の
文
葛
生
活
、
そ
の
趣
味
生
活
、
凡
そ
こ
れ
ら
の
も
の
に
し

τ、
交
通
機
闘
の
利
加
に
よ
る
こ
ご
な
〈
て
な

L
得
る
も
の
は
な
い
。
ゆ
ゑ
に
、
交
通
機
関

ω完
成
、

若

L
〈

は
、
交
通
事
業
の
健
全
な
る
俊
蓬
ご
い
ふ
も
の
は
、
一
耽
曾
そ
の
も
の
、
構
成
、
己
そ
の
進
歩
ご
に
相
到
し
重
大
な
る
意

味
を
も
つ
も
の
で
め
る
ご
共
仁
、
ま
た
各
人
め
生
活
内
容
の
充
質
に
密
接
な
る
閥
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
、
、

仁
於
て
、

交
通
事
業
り
経
替
に
つ
い
て
は
、

ご
れ
を
閥
家
.
地
方
自
治
穂
等
の
↓
公
共
経
営
(
町
内
自
己
コ
室
町
内
R
E押
e

-目

n
F
O
F
E
B
)
の
下
に
泣
〈
を
可
さ
す
る
か
・
若
し
く
は
、
私
人
、
私
雄
官
曾
祉
の
替
利
経
管

(
1
E
R
2
2『
耳
目
平

の
下
I
m泣
く
ey
可
と
す
る
か
ピ
い
ふ
問
題
か
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
重
要
な
る
経
済
事
業

閣
内
町
山
注
目
。

roMω
比
口
印
『
)

に
あ
っ
て
は
、

い
づ
れ
の
も
の
に
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
.
交
通
事
業
は
、

そ
の
う
も
で
も
、
最
も
古
〈
か
ら

-
』
れ
が
論
議
せ
ら
れ
た
も
の
で
ゐ
る
o

元
来
、
交
通
耕
業
に
つ
い
工
、

こ
れ
を
公
共
的
経
傍
ゆ
下
に
量
〈
を
可
正
す
る
か
、
ま
た
は
私
的
経
倍
の
下
に

詮
〈
を
可
正
す
る
か
、

ご
い
ふ
こ
己
は
、
交
通
機
関
の
穂
狛
性
質
に
よ

b
て
も
異
る
所
で
ゐ
る
ご
共
に
、
間
民
能

臨
相
の
品
出
走
朕
態

ιよ
h
て
も
ま
た
そ

ω解
答
を
一
に
せ
、
さ
る
所
で
あ
る
o

交
通
機
関
に
は
.
道
路
‘
橋
梁
、
運
河

の
如
〈
、
通
路
ご
し
て
の
有
形
の
固
定
設
備
の
み
よ
ム
リ
成
る
も
の
あ
h
、
水
運
H
A
ぴ
航
容
の
如
〈
、
自
然
の
ま
、

な
る
通
路
上
に
於
り
る
可
動
設
備
Z
a
そ
り
運
用

ω勢
務
ご
の
結
合
よ

h
成
る
も
の
ゐ
b
、
郵
便
、
電
信

電
話

ρ
如
〈
、
人
エ
的
固
定
設
備
£
蓬
周

ω勢
務
ピ

ω結
合
よ
h
成
る
も
の
あ
h
・
鎖
措
椙

ω如
〈
、
固
定
設
備
ご
可
動

交
組
事
業
の
紐
普
主
世

第
二
十
λ
巷

七

第

掛

七
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交
誼
事
業
白
一
極
替
主
位

集
二
十
λ
巻

八

第

抗

J、

設
備
さ
運
用
労
務
ご
の
結
合
よ
り
成
る
も
り
が
ゐ
る
。
岡
氏
経
済
の
胤
宮
山
追
放
践
は
、
交
換
の
原
則
の
下
に
於
て
、

一
人
の
生
活
が
如
何
に
他
人
の
生
産
物
及
び
勢
務
に
依
存
し
て
行
は
る
、
か
、

一
地
方
の
物
質
的
繁
栄
が
如
何
に

多
〈
の
、
ま
た
・
如
何
仁
遠
隔
の
、
他
地
方
の
生
雌
若
し
く
は
消
費
の
上
に
依
存
し
て
居
る
か
、
の
程
度
に
よ
h

て
、
こ
れ
を
親
祭
す
る
こ
正
が
出
来
る
。

交
通
事
業
の
会
倍
私
径
の
問
題
は
、
右
に
温
吋
柁
る
交
通
機
閣
の
棚
瀬
ご
岡
崎
民
経
憐
の
後
遺
版
越
さ
に
、
関
聯

L
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
凶
。

一一
交
通
路
の
所
有
聞
係
よ
り
見
た
る
考
察

交
い
辿
事
業
の
経
笹
に
於

τ先
づ
問
題
己
な
る
も
の
は
、
そ
の
通
路
内
所
有
関
係
で
ゐ
品
。
蓋
し
、
通
路
の
所
有

は
、
そ
の
通
路
上
仁
於
け
る
交
通
に
劃
し
、
澗
占
的
勢
力
を
及
ぼ
1
得
る
か
ら
で
あ
る
。

交
通
路
ド
い
は
、
そ
の
成
立
の
初
め
よ

h
歴
史
的
に
私
入
所
有
憾
の
範
凶
外
に
取
h
残
き
れ
た
る
も
の
が
あ
る
Q

郎
も
、
通
跨
ご
し

τ成
h
立
っ
た
常
初
か
ら
、
私
人
が
占
有
の
外
に
、
意
識
的
若
し
く
は
無
意
識
的
に
取
残
し
て

居
る
も
の
で
ゐ
品
。
道
路
、
河
川
、
海
洋
、
昼
間
の
如
き
は
即
も
こ
れ
で
ゐ
品
。

か
〈
の
如
き
も
の
は
、
今
日
に
於
て
も
、
特
別
山
例
外

ω場
合
を
除
き
、
私
人
所
有
憾
の
下
に
泣
か
れ
な
い

で
、
戒
は
岡
家
公
共
幽
躍
的
領
有
若
し
く
は
所
有

ω下
に
置
か
れ
・
或
は
岡
家
権
力
の
外
に
泣
か
れ
、
一
公
衆
一
般



の
使
用
に
開
放
せ
ら
れ
て
居
る
。
そ

L
て
、
そ
り
然
る
所
以
は
、
前
過
の
歴
史
的
事
情
に
基
〈
こ
ど
の
外
に
、
疋

に
、
道
路
、
河
川
の
如
、
さ
に
め
つ
て
は
、
日
公
衆
の
交
通
E
離
る
べ
か
ら
さ
る
闘
係
の
も
の
で
あ
っ
て
、
閲
民
生
活

に
緊
密
な
る
交
渉
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
が
私
人

ω所
有
の
下
仁
ゐ
る
場
合
に
は
、
佐
々
生
じ
易
き

日
官
共
利
益
の
侵
害
ぜ
い
よ
こ
E
を
防
や
必
要
が
め
る
ご
い
ふ
理
由
も
附
加
せ
ら
れ
て
居
る
。
そ
し
て
、
こ
の
一
公
金

上

ω理
由
は
、
道
路
、
河
川
を
通
路
正
し
て
利
用
す
る
所
の
幾
多
の
樺
類
の
淘
立
し
た
る
可
動
交
通
機
関
が
盛
に

用
む
ら
る
、
に
宝
っ
て
盆
ー
そ
の
根
協
を
強
〈
す
る
に
軍
一
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
に
逃
ぷ
る
が
如
(
、
通

路

ω所
有
は
、
そ
の
泌
略
上
の
交
泌
に
封
し
て
、
支
配
力
を
も
っ
こ
ど
、
な
る
も
の
で
あ
る
炉
ら
、
道
路
・
河
川

の
如
、
き
も
の
が
、
恋
人

ω所
有

ω下
に
ゐ
る
ど
き
に
は
、
こ
れ
を
通
路
ご
し
て
利
用
す
る
に
つ
き
支
梯
ふ
所
的
抑
制

酬
闘
係
よ
h
、
可
動
交
通
機
関
の
活
動
を
筈
し
、
そ
の
後
述
を
妨
げ
る
の
践
が
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
か
の

困
家
領
域
外
に
ゐ
る
撫
洋
や
昼
間
は
、
事
質
上
如
何
な
る
園
家
内
樺
カ
も
、
如
何
な
る
個
人
の
質
カ
も
、
こ
れ
を

占
有
す
る
こ
ど
が
出
来
な
い
か
ら
、
そ
の
事
質
そ
の
催
に
認
h
U
る
の
外
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
原
始
的
交
通
路
三
果
、
り
、
交
通
事
業
の
運
鋒
上
、
技
術
的
に
通
路
を
特
妹
の
構
造
に
施
設
す
る
の
必

要
ゐ
る
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
ら
の
も
の
は
、

そ
の
設
備
に
互
頒
の
資
本
が
固
定
せ
ら
る
、
こ
ご
、
な
る
。

例
へ
ば
繊
道
、
電
信
、
電
話
、
運
河
の
如
き
も
の
は
そ
れ
で
あ
る
。
か
〈
の
如
き
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
団
地
路

ω所
有
櫨
は
、
所
有
憾
の
一
般
的
原
則
に
基
い
て
、

そ
の
構
造
の
た
め
に
資
本
の
投
下
を
な
し
た
る
も
の
に
属
す

交
迦
事
業
の
粍
脅
主
艦

第
二
十
λ
巷

北

静

観

ft 



交
通
事
業
内
陸
瞥
主
峰

第一一十
λ
岱

O 

宮島

輯

O 

る
こ
E
、
な
る
は
言
ふ
を
侠
た

S
る
所
で
あ
ろ
o
従
っ
て
、
そ
の
資
本
の
投
下
者
が
私
人
な
る
E
5
は
、
ヲ
仁
川
交

地
路
は
、
私
有
の
も
の
己
な
h
r
・
国
家
そ
の
他
の
一
公
共
闘
憶
な
る
ぜ
き
は
、
同
有
ま
た
は
会
有
の
も
の
芭
な
る
。

道
路
若
し
〈
は
河
川
に
つ
い

τ言
ふ
も
、
今
日
に
於
て
は
.
自
然
の
ま
、
な
る
姿
に
於
て
使
用
せ
ら
る
、
も
の

は
会
〈
な
〈
、

必
宇
多
少
の
改
善
が
加
へ
ら
れ
、
従
っ
て
そ
の
程
度
に
臆
じ
て
資
本
が
投
下
せ
ら
れ
て
居
る
の
で

め
る
o
そ
し
て
、
号
の
資
本
り
投
下
殺
は
、
岡
市
浪
悲
し
(
は
会
共
阿
倍
で
ゐ
る
が
ら
、
道
路
河
川
の
畑
き
が
、

A
Y

目
、
図
有
者
L
〈
は
一
公
有
な
る
の
理
由
も
.
こ
の
資
本
投
下
の
関
係
に
基
く
が
如
〈
見
ゆ
る
け
れ
ど
も
、
貨
は
苫

う
で
は
な
い
。
国
家
若
し
〈
は
一
公
共
闘
慨
が
道
路
河
川
の
改
善
に
資
本
を
投
下
す
る
は
、
前
越
の
歴
史
上
腿
び
仁

会
盆
上
の
理
由
に
よ
h
、
阪
に
そ
れ
の
所
有
吉
管
理
Z
が
ニ
れ
じ
属
す
る
の
結
果
ご
し
て
、

こ
れ
を
な
す
の
で
あ

る
o

す
な
は
も
、
こ
の
場
合
に
於
て
は
、
資
本
の
投
下
が
所
有
の
結
果
で
ゐ
つ

τ、
所
有
が
資
本
投
下
の
結
果
で

は
な
い
。

国
家
若
し
く
は
公
共
凶
岨
胞
が
‘
新
ら
た
に
、
道
路
を
開
設
す
る
場
合
に
ゐ
h
て
も
、
そ
の
閲
設
費
用
を
負
携

し
、
そ
の
道
践
を
国
有
若
し
く
は
会
有
正
す
る
は
.
前
越

ω限
史
上
越
ぴ
に
会
盆
上
の
理
由
に
よ
り
一
般
に
道
路

の
国
有
若
し
く
は
会
有
り
原
則
を
£
れ
る
結
巣
で
あ
っ
て
、
資
本
投
下

ω閥
係
が
根
本
理
由
=
な
っ
て
居
る
の
で

は
な
い
。
但
し
、
道
路

ωう
も
に
で
も
、

一
般
会
衆
の
交
通
目
的
に
供
せ
ら
る
、
の
で
は
な
〈
、
例
へ
ば
最
近
欧

米
に
於
1
施
設
せ
ら
る
、
が
如
〈
.
自
働
率
の
高
速
カ
疾
走
の
周
仁
供
せ
ら
る
、
一
道
路
・
若
し
く
は
、
古
〈
よ
h



愛
蘭
土
地
方
に
ゐ
る
所
り
私
人
若
し
〈
は
一
地
域
住
民

ω娯
楽
遊
歩
の
た
め
に
構
造
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
如
、
き

は
・
資
本
投
下
り
閥
係
に
よ
h
て
な
人
の
所
有
に
風
す
る
も
の
で
ゐ
る
o

餓
道
、
運
河
、
電
信
‘
電
話
等
山
如
〈
、
そ
の
交
泌
路
内
所
前
川
に
つ
き
て
何
等
歴
史
的
事
情
な
き
も
の
に
ゐ
h

て
は
、
そ
の
所
省
を
決
定
す
る
も
の
は
、
右
に
遁
ぶ
る
が
如
〈
、
資
本

ω
投
下
で
あ
る
o

然
る
に
、
ヨ

-
l
B
j
-
b

-
u
t
c
o
z
 

の
に
あ
h
て
は
、
そ
の
所
有
主
髄
uv
同
時
仁
、
運
勝
目
主
購

E
L
て
そ
の
通
路
上
の
交
通
を
司
る
り
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
事
業

ω蓮
替
に
嘗
る
に
泊
す
る
も
の
が
、
資
本
山
り
投
下
者
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
、
に
於
て
、
私
は
問

題

ω鈴
二
段
じ
入
つ
可
、
交
通
事
情
地
を
そ
の
混
鈴
ご
い
ふ
方
面
よ
h
削
剛
山
抑
制
せ
な
け
れ
ば
な
ら
泊
。

一一一
交
通
事
業
の
運
皆
よ
り
見
た
る
考
察

ニ
、
仁
、
交
泌
一
品
業
り
蓮
酷
官
ご
し
て
謂
ふ
所

ω運
営
ご
い
ふ
こ
芭
は
、
狭
義
仁
於
て
い
ふ
所
の
経
笹
ピ
同
じ
こ

ど
で
あ
る
0

由
民
〈
交
通
端
業

ω経
傍
ご
い
ふ
じ
き
は
、
交
通
機
閥
た
る
通
路
ゆ
所
布
ピ
い
ふ
こ
ピ
も
合
ま
れ
、
ま

に
、
交
通
機
附
を
開
設
す
る
に
つ
い
て
要
す
る
資
本
を
如
何
に
し
て
調
達
す
る
か
正
い
ふ
こ
己
も
合
ま
れ
る
の
で

あ
る
が
、
こ
、
に
蓮
勝
目
ピ
い
ふ
り
は
、

こ
り
経
畿
の
な
か
か
ら
、
所
有
正
財
政
ピ
を
除
外
し
て
、

た
い
そ
の
運
用

的
方
而

ω紘
径
の
み
を
意
味
せ

L
め
ん
ピ
す
る

ωで
あ
る
。
キ
た
〈
言
へ
ば
‘
交
通
事
業
仁
於
り
る
日
旬
り
活
動

作
業
己
い
ふ
の
ど
.
大
館
相
似
た
る
も
の
で
ゐ
る
。

交
拍
車
-
栄
町
糾
符
主
位

払
二
十
八
答

員九

騨



交
抽
出
事
業
白
経
時
主
位

第
二
十
人
容

ー

第

坦足

右
に
越
ぷ
る
意
味
仁
於
り
る
交
通
事
業
内
謹
俸
に
常
る
も
の
ご
し
て
、
国
家
者
し
〈
は
公
共
闘
鵠
芭
私
入
者

L

〈
は
私
立
曾
枇
古
い
づ
れ
が
通
常
で
あ
る
か
。
国
家
内
機
関
も
、
ま
た
岡
家
に
隷
胤
す
る
所

ω↓
公
共
闘
雌
凶
機
関

も
、
本
来
は
政
務
の
執
行
の
た
め
に
出
来
た
も
の
で
あ
る
o

か
、
る
政
務
執
行
機
闘
た
る
も
の
が
、
縦
務
事
業
を
替

む
に
至
つ
花
の
は
、
岡
氏
経
済
が
凌
迭
し
、
経
済
事
業
が
日
公
的
性
質
を
帯
ぷ
る
に
至
っ
た
こ
ぜ
の
結
果
で
ゐ
る
。

或
る
一
企
業
り
経
判
官
せ
る
総
械
事
業
的
椛
一
裁
存
じ
が
・
企
業
者
一
倒
的
利
害
に
止
ま
る
ピ
告
は
、

E
れ
は
凹
早
仁

私
的
性
質
を
も
っ
じ
過
ぎ
な
い
も
の
で
ゐ
品
。
併
し
、
そ
の
盛
衰
存
む
が
、
た
い
に
企
業
者
の
利
害
に
止
ま
ら
な

い
で
、
多
数
闘
民
り
若
し
く
は
多
数
市
民
の
生
活
上
の
刺
客
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
ご
き
に
は
、
そ
的
事
業
は

縦
ひ
私
人
企
業

ω下
に
あ
る
に
し
て
も
‘
質
際
上
は
目
公
的
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ミ
〈

J
H
'旬、、

A
N
f
ν
4
M
m
 

一
企
業
の
経
倍
す
る
経
焼
事
業
が
、
会
的
性
質
を
帯
ぷ
る
に
至
っ
た
の
は
、
園
民
経
憐
の
後
遺
に
よ
b
、

方

於

τは
.
そ
れ
が
大
規
模
の
経
修
正
な
る
ご
共
に
、
他
方
に
於
て
は
、
各
人
の
生
活
が
分
業
に
よ
っ
て
、
相
互
に

栃
め

τ複
雑
な
る
形
じ
於
て
連
帯
的
に
結
合
す
る
仁
至
h
、
か
〈
の
如
き
大
規
模
の
経
済
事
業
の
施
設
に
民
衆

ω

利
害
が
依
存
す
る
の
程
度
を
増
加

L
た
に
よ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
或
稲
の
総
務
事
業
が
乱
公
的
性
師
団
を
梢
ぷ
る
に
至
り
た
る
以
上
は
‘

そ
の
事
業
の
縦
倍
以
、

一
面
に
於

て
経
済
上
の
も
り
で
ゐ
る
ピ
共
に
、
他
面
に
於
て
は
政
治
上
の
も
の
ぜ
な
る
o

近
世
凶
家
仁
於
て
、
そ
の
政
務
の

う
ち
に
、
幾
許
か
の
経
済
事
業
り
経
俸
を
合
む
に
至
っ
た
の
は
、
他
に
財
政
上
の
理
由
に
基
〈
も
の
も
あ
る
り
れ



ど
も
、
ま
た
こ
り
理
由
に
よ
る
も
の
も
少
く
は
な
い
。
そ
し
て
、
交
通
事
業
の
如
き
も
の
は
、
上
越
の
意
味
に
於

て
・
最
も
多
〈
公
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
め
る
か
ら
、
ぞ
れ
が
会
盛
正
せ
ら
る
、
の
質
例
に
最
も
多
〈
富
む
の

で
あ
る
。

併
し
乍
ら
、
闘
家
ま
た
は
司
卸
業
嗣
髄
が
経
済
事
業
を
倍
む
ご
い
ふ
の
は
、
そ

ω
本
来

ω趣
旨
が
乱
公
益
の
増
進
に

あ
る
。
だ
か
ら
、
会
傍
の
結
果
が
会
盆
増
進
の
質
績
を
皐
げ
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
そ
し
て
、
闘
中
部
ま
た
は
公
共
闘

櫨
の
機
闘
が
、
純
情
山
市
業
を
経
替
し
て
、
目
公
盆
府
議
の
質
組
制
を
皐
げ
得
る
や
否
や
は
、
そ
の
純
倍
能
力
的
如
何
に

同
制
品
別
で
あ
る
リ
か
の
政
務
機
関
の
内
部
に
於

τは
階
級
的
意
識
の
強
烈
で
あ
っ
て
外
に
向
つ

E
は
形
式
の
整
備

を
曾
ょ
を
特
色
ご
す
る
所
の
官
僚
的
や
・
り
方
は
、
縦
ひ
威
力
的
統
治
に
油
設
で
ゐ
る
に
し
て
も
、
企
業
的
質
績
を

落
「
る
に
は
越
せ

5
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
経
済
事
業
正
し
て
↓
公
的
性
質
を
も
っ
仁
至
・
り
た
る
交
通
事
業

が
、
闘
鐙
ま
た
は
公
営
正
な
る
二
百
は
縦
ひ
一
般
的
に
言
へ
ば
、
日
常
盆
の
増
進
に
漉
す
べ
き
筈
の
も
の
で
あ
っ

L

も
、
国
家
ま
た
は
n
公
共
剛
健
の
現
貨
の
機
闘
が
た
い
Y

官
僚
的
性
質
金
も
つ
に
け
で
あ
っ
て
、
経
替
能
力
を
未
だ
共

備
し
て
居
ら
な
い
場
合
に
は
、
交
通
事
業

ω岡
管
ま
だ
は
会
俸
は
却
っ
て
公
盆
に
反
す
る
の
結
果
ご
な
b
易
い
。

元
来
、
な
人
企
業
た
る
例
へ
ば
曾
枇
の
如
き
は
、
経
済
事
業
を
鰹
倍
す
る
が
た
め
に
初
め
よ
h
存
在
す
る
も
の

で
め
る
o

従
っ
て
、
そ
れ
は
w
粧
品
目
能
力
を
よ
(
具
備
し
て
居
る
場
合
が
多
い
。
勿
論
、
曾
枇
の
機
闘
を
構
成
す
る

所

ω人
員

ιは
、
或
は
経
管
の
手
腕
に
富
む
も
の
も
あ
h
、
或
は
終
答
能
力
的
2

頗
る
低
劣
な
る
も
の
も
ゐ
る
で
ゐ

交
組
事
業
山
総
皿
官
主
植

第
二
十

λ
巷

百品

観

= 



克
治
事
業
山
料
棒
主
位

第
二
十
八
を

四

第

観

官時

ら
う
o

併

L
、
自
由
競
争

ω下
仁
於
て
経
携
帯
業
が
倍
ま
る
、
限
り
、
経
傍
能
力
に
富
む
人
民
を
以
て
組
織
せ
ら

れ
た
る
品
目
枇
は
栄
え
、
経
附
甲
山
能
力
め
低
劣
な
る
人
員
を
以

τ組
織
せ
ら
れ
h

い
る
曾
刷
は
衰
じ
す
る
は
、
優
勝
劣
敗

を
不
す
自
然
拘
汰
の
原
則
で
ぬ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
情
勢
の
下
に
於

τ存
在
〔
若
し
く
は
新
ら
た
に
成
立
す
る
所

の
私
人
企
業
は
、
常
仁
総
替
能
力
に
比
較
的
に
寄
り
も
山
で
ゐ
る
ご
見
る
ニ
芭
が
出
来
る
o

然
る
に
・

岡
家
若
L
〈
は
会
共
凶
帥
聞
の
機
関
は
、
山

m-~
も
f
、
、
ア
」
ゃ
う
こ
、

J
F
l
;
t
'
j
ふ

}

本
来
は
政
務
機
関
で
め
る
。
従
つ

て
、
岡
家
生
活

ω幼
維
な
る
時
代
に
は
、
こ
れ
を
構
成
す
る
人
員
も
政
務
に
は
練
速
で
あ
っ

t
も
、
総
務
執
業
の

経
笹
に
蛍
つ
て
は
、
謂
は
ゆ
る
士
族
の
商
法
で
ゐ
る
o

獅
占
的
法
規
の
保
護
の
下
に
於
て
、
能
率
を
問
題
ご
せ

十
-
成
績
を
論
じ
な
い
な
ら
ば
、
総
務
事
業
内
総
鋒
も
や
っ
て
や
れ
な
い
こ
正
以
来
よ
b
ない
v
o

併
し
、
自
由
競

晴
ず
の
荒
波
に
も
ま
れ
て
、
向
は
よ
〈
成
功
す
る
が
如
き
程
度
の
成
総
を
悲
「
る
こ
ご
が
出
来
る
炉
ど
う
か
は
甚

r

怪
む
に
足
る
所
で
あ
る
o
放
に
、
圃
民
経
済
的
水
に
後
述
せ

F
る
う
も
は
、
関
家
若
[
〈
は
公
共
同
懐
が
交
遁
事

業
を
経
酷
冒
す
る
よ
ご
は
、
寧
ろ
一
般
的
に
は
公
盆
を
増
進
す
る
じ
泊
合
し
な

ν
も
の
己
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
泊
。

然

ιに
、
国
民
経
済
が
後
遣
し
、
一
枇
曾
の
一
般
事
情
も
進
歩
し
・
各
柿
心
事
業
が
剛
般
的
経
笹
に
移
る
や
う
に

な
る
ぜ
、
岡
・
山
部
省

L
〈
は
司
公
共
同
能
的
機
関
に
も
次
第
に
こ
の
経
鵬
首
飽
力
が
養
成
せ
ら
る
、
こ
正
、
な
る
。
そ
れ

は

一
う
に
は
、

こ
れ
ら
の
政
務
機
関
も
経
済
事
業
ピ
交
渉
す
る
機
曾
が
多
〈
な
る
こ
ピ
、
、
も
う
一
つ
は
、
構

ー
成
人
員
に
経
済
事
業
を
経
倍
す
る
能
力
を
有
上
級
織
を
有
す
る
も
の
が
加
入
す
る
こ
己
、
に
よ
る
の
で
あ
る
。
国



民
経
済
が
後
透
し
で
も
、
国
家
山
政
務
機
関
ご
私
的
の
経
済
企
業
正
は
勿
論
明
か
に
別
阜
の
も
の
で
は
あ
る
。
併

し
、
政
務
機
闘
を
排
成
す
る
人
員
正
、
大
規
模
内
私
的
企
業
を
構
成
す
る
人
員
ご
は
、

い
づ
れ
も
一
図
内
智
識
階

級
に
岡
崎
す
る
も

ω
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
進
歩
し
た
る
枇
舎
に
於
て
は
‘
事
情
に
よ
ち
常
に
こ
の
笠
方
に
出
入
す

る
所

ωも
り
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
上
川
り
方
で
言
へ
ば
h

野
に
在
っ

τは
大
曾
祉
の
枇
長
た
る
も
の
が
、
朝
に
在
つ

τは
一
省
り
大
医
ご
な
る
が
如
く
に
、
ま
た
下
り
方
に
於
て
は
、
一
周
僚
ご
下
級
一
耽
員
Z
の
聞
を
互
に
鱒
職
寸
る
が

や
う
に
、
相
互
に
共
泌

ω
も
の
さ
な
る
-
」
正
が
多
い
。
か
〈
の
如
〈
に
な
る

Z
、
本
来
は
政
務
機
関
で
ゐ
る
所
の

凶
家
機
関
や
一
公
共
胤
位
内
機
闘
が
、

-
F

、
に
初
め
司
、

そ
の
構
成
人
民
的
議
質

ω上
よ
h
経
後
能
力
が
航
え
付
む

ら
る
、
の
で
あ
る
。

放
に
、
既
に
民
間
の
縦
携
帯
業
が
、
大
規
模
大
経
替
の
も
の
芭
し
て
相
嘗
各
積
の
方
面
に
於

τ存
在
す
る
の
枇

曾
で
な
け
れ
ば
、
交
通
事
業
営
側
盛
者
し
〈
は
公
共
闘
耀
り
経
傍
の
下
に
置
い
て
も
、

ぞ
の
経
姐
官
能
力
的
低
劣
な

る
が
た
め
、
ぞ
れ
が
花
的
企
業

ω粧
品
苗

ω下
に
ゐ
る
場
合
に
比
べ
て
、
旧
増
し
て
よ
b
多
〈
会
共
の
利
盆
に
適
合
す

る
や
否
ゃ
を
早
計
に
断
じ
符
な
い
も
の
で
あ
る
。
何
百
な
れ
ば
、
終
鋒
が
低
劣
で
あ
る
な
ら
ば
・
交
通
機
関
の
蓮

用
に
浪
費
多
く
し
て
.

そ

ω勢
務
上
の
能
率
も
亦
低
劣
な
る
が
た
め
、

一
方
に
於
て
は
艦
長
嵩
む
ご
共
仁
、
他
方

に
於
て
は
提
供
す
る
所

ω交
地
勢
務
の
品
質
が
蕊
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
殊
に
、
経
傍
能
カ
の
如
何
が
最
も
多
〈

影
響
す
る
は
.
交
山
地
労
務

ω針
倒
牧
入
を
血
中
ぐ
る

ω成
績
で
ゐ
る
。
こ
の
成
績
が
劣
等
な
る
ご
き
は
、
経
済
事
菜

交
通
事
業
白
紐
密
主
槌

第
二
十

λ
魯

一
三
五

第

棋

五



JZ
組
事
業
の
組
瞥
車
世

悠
二
十
λ
巻

タミ

第

貌

プミ

正
し
て
存
立
し
得
ぺ
き
交
通
事
業
も
、
そ
の
た
め
存
立
的
経
済
的
基
礎
を
大
ム
二
吉
、
な
る
。
こ
の
封
償
牧
入
な

る
も
の
は
.

こ
れ
を
以
て
交
通
機
闘
の
開
設
に
要
し
た
る
費
用
の
償
却
に
充
つ
る
Z
共
に
、
ま
た
そ
の
維
持
に
要

す
る
費
用
己
、
迩
加
に
要
す
る
費
用
E
を
償
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
総
て
が
備
は
る
、
こ

z
e
T
符

τ、

初
め
て
経
済
事
業
正
し
て
の
存
立
性
伊
保
有

L
得
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

四

交
通
機
関
の
後
詰
J
り
見
た
る
考
察

右
に
通
ぶ
る
が
如
〈
、
交
通
事
業
の
公
替
正
私
献
世
田
正
、

い
づ
れ
が
H

公
盆
の
増
進
に
適
合
す
る
か
山
一
問
題
は
・
岡

家
若
し
く
は
公
共
機
関
内
経
倍
能
力
如
何
に
多
〈
関
聯
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
夏
に
こ
の
場
合
に
い
ム
所
の
会
盆

へ
の
遁
合
己
は
如
何
な
る
こ
子
ぜ
い
ふ
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、
受
益
者
に
つ
い

τ言
へ
ば
、
最
も
一
般
的
に
最

も
多
数
人
に
、
生
活
利
盆
の
増
進
が
鷲
ら
さ
る
、
-
」
正
で
め
る
G

併
し
・
交
通
事
業
に
よ
ふ
り
て
檎
進
せ
ら
る
、
各

人
の
生
活
利
盆
は
.
前
に
も
迎
べ
た
る
が
如
〈
、
生
活
の
ゐ
ら
ゆ
る
方
面
に
亘
る
も
の
で
あ
る
か
ら
.
岡
よ

h
一』

、
に
一
々
枚
摩
す
る
唱
』
己
が
出
来
る
も
の
で
な
い
o
従
っ
て
、
こ
れ
が
設
明
は
受
盆
者
の
立
場
よ
h
具
髄
的
に
逃

ぶ
る
こ
ご
は
殆
ど
不
可
能
で
ゐ
っ
て
、
自
ら
、
交
通
事
業
そ
の
も

ω
、
方
面
よ
り
説
明
す
る
の
外
は
な
い
。

交
通
事
業
の
方
面
よ
b
こ
れ
を
一
冨
ム
ピ
き
は
、

H

公
益
出
り
増
進
は
交
通
機
関
の
後
蓮
ご
併
存
す
る
所
で
あ
る
。
従

っ

τ、
公
借
己
私
笹
正
い
づ
れ
が
会
盆
に
趨
合
す
る
か
正
い
ふ
問
題
は
、
こ
れ
を
、
そ
の
い
づ
れ
が
交
通
機
関
の



後
山
遂
を
粛
ら
す
か
、

ご
い
ふ
問
題
に
鞠
換
す
る
こ
t
M
r
出
来
る
。

交
通
機
関
は
、
人
、
貨
物
、
思
想
が
一
つ
の
場
所
よ
り
他
の
場
所
へ
移
動
す
る
に
つ
き
、
そ
れ
に
附
着
す
る
所

の
場
所
的
障
碍
ご
時
間
的
障
碍
ご
を
取
h
除
く
よ

E
を
目
的
Z
す
る
設
備
で
ゐ
る
。
放
に
、

こ
の
交
通
機
関
は

場
所
的
障
凋
正
時
間
的
陣
碍
ご
を
併
せ
克
服
す
る
波
皮
の
大
な
る
ほ
H

と
、
後
悲
し
た
る
も

ω
吉
見
倣
す
こ
ピ
が
出

来
・
従
っ
て
ま
た
各
人
の
生
活
の
総
て
の
方
面
に
於
り
る
刺
盆
り
増
進
を
脅
助
す
る
こ
ぜ
が
大
で
ゐ
る
古
見
倣
ず

こ
ピ
が
出
来
る
。

然
品
に
、
交
通
機
聞
が
場
所
的
附
碍
F

佐
市
川
り
除
(
が
た
め
に
は
、
長
距
離
じ
到
り
得
手
』
ピ
(
制
民
自
国
一
足
号
臣
、

〉
ロ
臼
《
凶
作

r
p
z
n
q
m
z
m
r
E
H
)
、
各
方
面
に
述

L
得
る
こ
正
(
同
ω目
町
田

E
民
E
U
〈

qN唱
E向
戸
岡
崎

Mmω
日
7
f
r色
丹
)
.
大
量
の
占
有
{

過
に
堪
え
得
る
一

-
Z
(
冨
E
也
君
ロ

gu
冨
日
開
ロ

E
百
年
内
向
。
、
安
全
な
ぞ
」
正
(
印
民
再
三
回
目
。
}
百
円

E同
)

の
四
つ
の

保
件
が
具
は
る
を
要
L
、
ま
た
時
間
的
障
碍
を
克
服
す
る
に
就
い
て
は
・
活
惑
な
る
こ
正
(
印
巧
昌
吉
昌
一

m
n
F口
町
「

口問

r
E昨
)
、

正
確
な
る
唱
、
ご

(
E
R
E巴一
q
u
]
V
E
r同
一
一
岳
町
内
昨
)
、
現
律
正
し
き
こ
ピ
(
河
内
向
巳
包
門
可
一
回
命
向
。
一
目
印
E
K
a

ra円
)
の
三
つ
の
僚
件
が
具
は
る
こ

Z
を
要
す
る
。
そ
し
て
、
長
距
離
に
到
り
、
各
方
面
に
漣
す
る
に
は
、
ま
た
越

〈
q
r
E
L
E問
ω
岳
民
間

55)
を
要
す
る
。

絡

ω宜
し
き
を
得
る
こ
ぜ
(
の
0
0

土
E
n
z
o
f

ニ
れ
ら
の
法
違
要
件
の
う
ち
、
長
距
離
に
到
b
得
る
こ
正
、
各
方
面
に
達
す
る
こ
吉
、
政
び
に
連
絡
の
宜
し
き

を
得
る
こ
ご
は
、
ま
た
相
合
し
て
、

か
の
謂
は
ゆ
る
交
通
網
(
〈
2
r
m
F
日
目
訂
)
な
る
も
の
を
構
成
す
る
も
の
で
あ

定
記
事
業
由
経
借
主
蝉

第
二
十
八
巻

士

七

第

貌
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交
通
事
業
骨
組
替
主
世

崎
市
二
十
A
巻

三三

ノ1

節

税

F、

る
。
ニ
の
交
通
網
り
後
述
が
、
郎
ち
交
通
機
関
本
来

ω職
協
た
る
場
所
的
障
碍
セ
取
り
除
く
に
付
い
て
の
最
も
重

要
な
る
事
例
で
あ
る
。
そ
し
亡
.

-
品
交
通
網
が
、

一
般
国
民
若
し
く
は
市
民

ω繭
魁
ご
最
も
よ
〈
泊
合
す
る

は
、
そ
れ
が
各
地
方

ω文
化
の
後
迷
に
膳
じ
て
普
遍
的
に
行
き
一
旦
b
、
且
つ
十
分
に
そ
り
機
能
を
後
州
す
ゐ
に
あ

る
。
然
る
に
か
〈

ω如
き
4

』
ご
は
、
交
通
網
の
構
成
が
四
単
一
の
叩
配
管
組
織
ψ
下
に
ゐ
る
芭
き
に
、
肢
も
よ
く
質
現

を
見
る
の
可
能
が
め
る
も
の
で
‘
多
数
内
運
航
百
組
織
に
分
一
周
ゆ
る
ほ
ど
、

こ
の
理
想
に
遠

F
か
る
も
の
で
ゐ
る
。

運
幡
宮
組
織
ご
い
ふ
は
、
交
通
機
闘
の
活
動
の
方
面
よ
h
見
た
る
一
位
系
で
ゐ
る
。

一
つ
の
交
通
事
業
は
一
つ
の

運
傍
組
織
を
も
っ
。
例
へ
ば
、

一
つ
の
蛾
進
曾
枇
り
下
に
あ
る
鋪
道
事
業
4
如
き
は
こ
れ
で
ゐ
る
。
併
し
、
ま
た

一
つ
の
交
通
事
業
は
、
多
〈
の
運
傍
細
川
酬
を
も
っ
・
』
己
も
め
る
。
例
へ
ば
定
期
納
品
目
枇
が
多
数
内
航
路
を
経
後
し

て
居
る
場
介
で
あ
る
o

そ
れ
い
ご
共
に
、
多
数

ω交
通
事
業
が
一
つ
の
運
倍
組
織
を
業
同
し
て
も
つ
場
合
も
あ
る
。

例
へ
ば
越
絡
運
輸
協
定
の
下
に
あ
る
多
数
儲
道
事
業
の
如
き
が
こ
れ
で
あ
一
る
。

交
泌
綱
が
多
数
凶
運
航
百
組
織
に
分
風
す
る
ご
さ
は
、
交
通
網

ω重
複
を
戒
す
ピ
共
仁
、
ぞ
れ
の
機
能
に
於
て
分

裂
を
芯
起
す
る
こ
さ
、
な
h
、
交
通
線
路
が
局
部
的
に
徒
ら
に
刑
判
密
な
る
所
ご
ま
た
不
蛍
に
稀
縛
な
る
所
ご
を
生

じ
、
而
も
そ
の
凋
留
な
る
所
に
於
て
も
、

そ
れ
が
異
る
運
航
営
組
織
に
風
す
る
結
巣
ご
し
て
、

利
用
放
果
は
甚
だ
減

殺
せ
ら
る
、
-
』
己
、
な
る
。
そ
れ
ば
か

b
で
な
〈
、

か

t
の
如
き
は
、
交
通
需
要
を
趨
蛍
に
充
足
L
な
い
に
拘
は

ら
十
円
枇
曾
的
資
本
を
能
率
怒
〈
投
下
し
た
る
こ
吉
、
な
り
、
而
も
陸
上

ω交
通
事
業
に
あ
っ
て
は
、

を
れ
が
資
本



の
固
定
的
投
下
で
あ
る
が
た
め
、
事
γ

ろ
岡
山
ぬ
の
浪
波
正
も
見
ら
る
べ
き
結
果
を
呈
す
る
こ
ご
が
ゐ
る
。

勿
論
.
交
通
機
闘
に
は
、
地
方
的
局
部
的
な
も

ωも
あ
れ
ば
、
金
閥
的
な
も
の
も
あ
h
、
ま
た
陛
界
的
閥
際
的

な
も

ωも
あ
る
。
例
へ
ば
、
電
車
、
白
倒
取
り
如
、
さ
は
、
専
ら
地
方
的
局
部
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

鎖
措
喝
、

信
.
電
話
、
郵
便

ω如
、
習
は
主
ご
し
て
全
倒
的
な
も

ωで
、
同
時
に
閥
際
的
性
質
を
も
っ
T
居
る
。
こ
れ
仁
反
し

τ、
海
運
L
W

加
3
は

主
ご
し
て
世
界
的
閥
際
的
で
ゐ
る
が
、
ま
た
岡
内
的
地
方
的
の
も
の
も
あ
る
。

世
界
的
凶
際
的

ω交
通
機
聞
に
し
て
、

そ

ω交
通
活
到
の
簡
単
剖
一
な
る
も
の
は
、
ヲ
布
、

ω交
通
領
域
の
み
{
般
に

一
旦
っ
て
こ
礼
金
事
一

ω運
勝
目
組
織
内
ド
に
泣
き
一
つ
の
交
泌
綱
h
f
形
成
す
る
こ
Z
が
出
来
品
。
か
(
の
如
語
も
の

は
今
日
に
て
は
郵
刷
出
ご
電
信
正
で
め
る
。
手
、
り
う
ち
電
信
は
岡
修
正
私
管
ピ
印
迩
絡
山
範
凶
内
に
於
て
図
際
的
活

動
を
な
L
、
郵
艇
は
閥
際
保
約
仁
よ
b
「
高
岡
郵
便
聯
合

(
d
E
O口
市
。
苦
-
o
E
Z
O
B
-
-
n
)

の
郵
似
境
域
を
形
成
」
し
て
闘
際
的
活
動
を
し
て
居
る
。

の
名
稲
川
り
下
に
単
一

p

i

 

制
l
一咋・
t

世
界
的
闘
際
的

ω交
油
機
関
に
ゐ
ワ

τも
、
海
運
や
鋪
道
の
如
〈
、
交
通
活
動
の
複
雑
多
岐
な
る

も
り
に
ゐ
つ

τは
、
そ

ω交
通
網
を
堕
・
一
な
る
連
経
組
織
の
下
に
泣
く
に
は
、
統
一
的
経
畿
に
よ
る
を
要
す
る
の

子
、
，

b

宝
、

叫

t
e
a
r一品
川
N

か
く
の
如
き
こ
己
は
、
私
人
企
業
正
し
て
は
そ

ω資
力
の
及
ば
な
い
所
で
ゐ
h
、
国
家
企
業
ご
し
て

は
岡
樵

ω及
ば
な
い
所
で
ゐ
る
。
故
に
か
〈

ω如
き
も
の
に
ゐ
つ
て
は
、
そ
の
交
通
傾
城
の
全
般
に
一
旦
っ
て
、
国
平

一
昨
過
酷
抽
組
織

ω交
泌
網
を
作
る
E
V
ム
一
』
正
は
‘
今
日
に
於
J

し
は
、
会
く
企
業
的
計
査
の
外
仁
必
す
る
所
で
あ

-
先
週
事
哉
の
翻
借
主
槌

第一一十
λ
笹

宣，

観

ゴし

= 
ブL

電

高園郵便聯合陣約第一路。1) 



交
拍
事
業
山
一
輔
替
主
峰

第
二
十
λ
谷

四
O 

回
O 

傍

観

る
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
は
、
自
然
、
多
数

ω私
人
企
業
法
ぴ
一
公
企
業
の
併
立
的
経
俸
の
下
に
ゐ
る
の
外
は
な
い
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
に
は
交
通
網
Z
し
て
の
重
視
も
ゐ
り
、
快
脱
も
あ
b
・
ま
た
そ
の
機
能
の
分
裂
も
ゐ
る
を
兎
れ

難
い
o

たい
γ

世
界
的
闘
際
的
の
交
通
網
の
う
ち
の
各
一
部
分
に
於
て
は
、
企
業
家
同
盟

(P号
}
)
の
組
織
を
以

τ、

が
こ
れ
で
あ
る
。

こ
の
欠
勅
を
補
ふ
て
居
る
も
の
が
あ
る
の
定
期
船
事
業
に
於
け
る
海
運
同
盟

(の
O
田
町

2
2
8
)

金
凶
的
ま
た
は
地
方
的
な

ω
交
泌
機
関
に
の
っ
て
も
、
そ
の
通
路
合
し
て
一
定

ω組
織
を
も
っ
所
山
一
変
泌
納
に

作
ら
得
な
い
も
の
が
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
我
岡
龍
来
の
人
力
車
借
業
や
駕
犀
業
、
ま
わ
九
は
近
来
世
界
的
に
普
及
の
機

蓮
を
作
っ
た
タ
キ
U
V

修
業
の
如
き
も
の
は
、
個
々
の
場
合
に
嘗
っ
て
一
々
異
る
所

ω交
通
需
要
に
慮
中
る
も
の
で

あ
っ
て
、
特
定
の
通
路
に
於
て
一
般
的
な
交
通
一
布
製
に
路
中
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
寧
ろ
組
織
的
な
交
通
網
的
外

仁
あ
っ
て
活
動
す
る
を
特
色
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
う
て
、
比
較
的
小
規
絞
な
経
俸
の
下
に
あ
る
べ
き
伏
質
の

も
の
で
あ
る
。
ニ
の
駒
に
於

τ国
家
者
し
〈
は
一
公
共
闘
健
の
如
(
、
企
業
主
慢
の
性
質
上
大
規
模
経
鋒
を
本
質
t

す
る
も
の
、
事
業
正
な
ふ
リ
得
な
い
も
の
で
、
小
企
業
で
ゐ
る
所
の
な
人
若
し
く
は
割
私
立
食
枇
の
艇
訟
の
下
に
あ
る

場
合
に
於

τ‘
事
ろ
よ
〈
そ
の
交
通
需
要
を
充
す
に
泊
す
る
の
で
あ
る
。
放
に
か
〈
の
如
き
は
会
答
問
題
の
外
に

あ
る
.
肋

ω交
通
事
業
で
ゐ
る
。

併
し
乍
ら
、
街
も
一
定
の
通
路
を
も
っ
所
の
交
通
機
闘
に
ゐ
つ
て
は
、
そ
の
通
路
を
組
織
的
な
る
交
通
網
ど
な

す
は
、
交
通
機
関
の
畿
法
要
件
を
完
備
す
る
の
理
想
仁
託
づ
〈
ゆ
ゑ
ん
で
あ
り
、
百
公
盆
の
増
進
に
泊
合
す
る
の
ゆ

「海運同盟諭」第三章、参澗。

[海運賃申請」第一章、歩問。2) 



ゑ
ん
で
あ
る
。
そ
し
て
、
交
通
網
を
構
成
す
る
も
の
な
る
以
上
は
，
前
遮
の
如
〈
、
こ
れ
を
単
一
な
る
運
航
官
組
織

の
下
仁
置
〈
を
以
て
ま
た
最
も
よ
〈
そ
の
機
能
を
働
か
し
め
る
司
』
正
、
な
る
。
殊
仁
、
交
通
網

ω完
成
は
、
こ
れ

を
地
域
的
に
且
つ
時
間
的
に
頗
る
周
到
な
る
計
4

査
を
以
て
行
ふ
こ
芭
を
要
す
る
。
謂
は
ゆ
る
年
度
計
査

(
N
o
p』

出
向
戸
目
立
自
)
芭
施
設
計
書
(
ピ
E
g，。白
2
2
2
n
r
g
Z
E
)
の
下
じ
於
り
る
施
行
で
あ
る
。
か
〈
の
如
主
計
書
の
下
に

於
て
初
め

τ、
E
大
な
る
資
本
を
要
す
る
交
通
網
の
完
成
も
可
能
ご
な
る
も
の
で
ゐ
h
-
且
?
』
れ
に
投
下
せ
ち

る
、
所
の
豆
大
な
る
資
本
も
、
最
も
有
殺
に
活
用
せ
ら
る
、
こ
ど
、
な
る
の
で
あ
る
。

右
に
通
ぶ
る
が
如
く
、
複
雑
多
岐
な
る
交
過
剰
を
統
一
的
に
構
成
L
て
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
謙
抑
せ
し
む
る

は、

n
公
益
の
培
法
に
最
も
過
す
る
所
で
ゐ
る
が
、

か
〈
の
如
き
こ
ご
は
、
章
一
な
る
蓮
笹
組
織
の
下
に
於
て
初
め

τ可
能
な
る
ピ
共
に
、
ま
た
か
、
る
交
通
網
の
完
成
は
統
一
的
な
る
経
替
の
下
に
於

τの
み
出
来
得
る
所
で
あ

る
。
多
数

ω企
業
が
競
争
関
係
の
下
に
於
1
交
通
事
業
を
倍
み
、

そ
れ
ら
の
経
替
が
分
裂
せ
る
場
合
に
は
、

れ
の
企
業
も
、
採
算
上
有
利
正
見
込
む
路
線
よ
り
施
設
計
査
を
進
め
る
こ
E
、
な
る
か
ら
、
全
般
的
に
蹴
曲
訴
す
れ

ば
年
度
計
査
が
削
断
し
、
施
設
計
査
が
重
複
若

L
〈
は
紋
肱
す
る
-
』
子
伊
-
避
け
難
い
。
従
っ
て
、
不
完
全
不
具
な

る
交
通
網
が
作
成
せ
ら
る
、
こ
ご
、
な
る
。
放
に
、

一
』
の
貼
よ
り
一
宮
口
へ
ば
・
交
通
事
業
は
、
単
一
線
管
り
下
に
於

て
、
統
一
的
運
傍
組
織
に
よ

hτ
経
笹
せ
ら
る
場
合
に
於

τ、
最
も
よ
く
交
通
網
完
成
の
理
想
を
質
現
す
る
に
近

交
通
事
業
の
純
管
主
位

銘
一
一
十
λ
笹

四

芽》

披

四

L 、
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交
描
事
業
の
印
税
瞥
主
世

第
二
十
八
巻

同

書ts

Z晶

四

〈
-
交
通
機
山
剛

ω
品
目
迭
を
促
進
す
る
に
通
し

結
局

日
常
盆
の
増
進
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
ご
い
ふ
-
』
芭
が
出

来
る
。
然
る
に
、
単
一
級
笹
山
り
下
に
於
り
る
統
一
的
運
鶴
組
織
を
作
成
す
る
ζ
ε

は
・
郎
も
獅
占
迩
替
に
外
な
ら

前
向
も
の
で
あ
る
o

換
雪
一
目
す
れ
ば
.
設
該
交
通
事
業

ω濁
占
り
下
に

ωみ
望
み
得
る
町
別
で
あ
る
。

故
仁
、

ニ
の
猫
占
ご
い
÷
』

z
rり
か
ら
問
題
を
考
ふ
る
な
ら
ば
、
岡
家
若
し
(
は
日
公
共
同
慌
が
、
こ
の
事
業

の
主
慨
ピ
な
る
こ
ご
が
、
↓
公
盆
り
増
進
に
泊
す
る
も
の
で
あ
っ

τ、
利
己
的
な
る
判
私
的
企
業
が
ニ
れ
に
嘗
る
場
合

に
は
、
濁
占
の
地
位
争
』
逆
用
し
て
却
っ
て
交
通
網

ω完
成
を
怠
る
の
危
険
が
あ
る
。
併

L
乍
ら
、
未
に
こ
れ
の
み

を
以

τは
、
交
通
網
を
構
成
す
る
交
通
機
関
は
、
常
に
こ
れ
を
岡
管
若

L
〈
は
公
器
正
す
ぺ
き
も
の
吉
駅
北
V

る
は

早
計
で
あ
る
。
何
ご
な
れ
ば
、

hr
〈
の
如
き
交
通
事
業
以
、
前
述
的
如
く

E
額
の
資
本
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
資
本
を
調
達
し
支
配

ι得
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
た
め
却
っ
て
交
通
網
の
完
成
を
遜
延
L
、
交
通
機
関
の

品
目
達
を
阻
止
す
る
こ
吉
、
な
b
、
従
っ
て
会
盆
的
精
進
を
害
す
る
結
川
市
古
な
る
か
ら
で
あ
る
o

放
に
、
私
は
、
司刷、

れ
よ
り
問
題
を
一
一
暢
し

τ、
交
通
事
業
に
於
り
る
資
金
り
調
達
披
ぴ
仁
財
政
仁
つ
い
て
考
察
す
る
で
あ
ら
う
。

五

建
設
資
本
の
調
達
よ
り
見
た
る
考
察

交
通
機
関

ωな
か
に
は
、
小
額
叫
資
本
を
以
て
調
法
L
得
る
も

ω
z・
そ
的
施
設
に
戸
額
の
資
本
を
必
要
d
す

る
も
り
ご
が
ゐ
る
一
ω

前
者
は
専
ら
地
方
的
局
部
的

ω交
通
需
要
に
勝
争
る
も
の
で
‘
側
々
の
場
合
に
嘗
っ
て
一
々



異
る
所
の
交
通
労
務
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前
に
逃
ぺ
た
る
が
如
〈
、
単
み
小
規
模
の
私
的
企
業
が
一
』

れ
を
経
脱
営
す
る
を
以
て
、
肘
閥
的
交
通
需
要
に
泊
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
は
阪
に
会
替
問
題
内
外
ド

あ
る
o
然
る
に
後
者
は
、
組
織
的
系
統
の
交
通
網
を
な
す
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
濁
占
の
下
に
於
て
最
も

よ
ぐ
こ
れ
が
完
備
ぞ
望
む
こ
ご
を
得
、
従
っ
て
を
の
貼
よ
h
一
吉
へ
ば
、
前
逃

ω如
〈
‘
岡
家
若
し
く
は
乱
公
共
同
値

に
於
て
経
相
官
能
力
を
具
有
す
る
な
ら
ば
、
閣
僚
若
し
く
は
日
公
傍
を
以
て
す
る
を
麹
営
ご
す
る
の
で
あ
る
。

併
L
乍
ら
、

か
〈
の
如
話
事
業
的
経
俸
は
、
前
逃

ω
如
〈
、

E
額

ω資
本
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

が
建
設
に
架
す
る
資
本
企
湖
法

L
支
配
L
得
る
地
位
に
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
、

‘
の
事
業
の
艇
傍
に
常
品
開
コ
」
が

出
来
宇
、
ま
た
、

-
引
い
し
V

こ
れ
を
不
完
全
仁
調
悲
し
支
配
L
符
る
仁
過
ぎ
な
い
の
に
、
強
い

τ、
そ

ω綿
密
に
官
れ

ば
却
っ
て
灸
銭
的
檎
準

ev阻
害
す
る
の
結
川
市
ピ
な
る
Q

故
に
、
交
通
事
業
的
岡
管
若
し
C
は
会
舘
に
は
、
前
に
逃

ぺ
た
る
所

ω粧
品
品
能
力
を
有
す
る
こ
ど
を
要
す
る
ご
共
に
、

』
の
事
業
に
要
す
る
資
本
を
調
達
!
支
配
[
得
る
の

地
位
に
あ
る
こ
ご
を
要
す
る
o

併
L
こ
れ
は
、
勿
論
、
岡
家
お
し
〈
は
公
共
同
慨
が
、
現
質
に
そ
れ
に
要
す
る
だ
け
の
、
蓄
積
せ
ら
れ
た
る
資
本

を
保
有
し
居
る
一
』
ご
を
、
要
件
ご
す
る
諮
で
は
な
い
。

か
〈
の
如
き
蓄
積
資
本

ω存
在
は
、
近
世
岡
家
政
び
に
-
公

共
闘
健
に
於
て
は
、
自
一
む
こ

F
f得
ゲ
る
所
で
あ
る
Q

故
に
、
所
要
己
資
本
は
、
岡
管
若
し
〈
は
目
公
替
の
揚
令
に

於

τは、
こ
れ
守
何
ら
か
の
方
法
に
よ
っ
て
新
ら
た
に
調
達
仁
得
れ
ば
、
国
よ
り
そ
れ
に
て
可
な
る
欝
で
あ
る
。

交
泊
事
業
の
紐
瞥
主
世

第
二
十
八
巻

四

都

観

日目
= 



交
地
事
業
の
紐
寄
主
悼

銃
二
十
人
巻

四
回

第

腕

四
四

岡
山
水
省
し
〈
は
る
共
凶
健
什
柏
、
調
は
ゆ
る
日
目
縦
擁
(
か
添
己
-rro
三
耳
目
百
三
者
L

(
は
強
制
経
済

(NZロ
凹
凶
a

宅
一
号
n
y
白
骨
)
で
ゐ
る
か
ら
、
そ
の
必
要
の
経
費
は
、

こ
れ
を
租
税
を
以
て
調
達
L
得
る
も
の
で
ゐ
品
。
交
通
機
関

の
な
か
に
て
も
、
前
に
遁
ぺ
た
る
が
如
(
、
各
人
の
日
常
生
活
Z
不
可
分
の
関
係
に
あ
b
、
且
つ
隆
史
的
に
偶
有

若
し
〈
は
ぬ
有
正
な
っ

τ居
っ
て
・

そ
の
使
用
報
酬
を
個
々
の
利
用
仁
つ
い
て
取
立
て
得
g
る
が
た
め
に
無
償
使

則
を
原
則

t
L
て
居
る
所
の
一
般
道
路
の
如
き
も
の
は
、
そ
の
改
良
、
維
持
め
費
用
は
、
租
枕
を
以
て
こ
れ
に
充

つ
る
の
外
な
〈
、

ま
た
賞
際
仁
於

τも
そ
の
方
針
で
経
轡
ゼ
ら
れ

τ居
る
o

併
し
乍
ら
、
闘
家
若
し
く
は
目
白
共
闘

鵠
が
租
税
に
よ
っ
て
、
経
費
を
調
達
し
得
る
額
は
、
岡
民
若
し
〈
は
市
民
の
納
税
カ
の
限
芥
を
越
え
得
な
い
も
の

な
る
は
一
百
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
を
の
限
界
は
、
近
世
岡
山
部
に
於
て
は
・
大
抵
、
政
務
縦
投
り
刑
務
り
た
め
に

事
賃
上
、
殆
ど
徐
裕
を
剰
し
て
屑
な
い
。
故
に
、
膝
史
的
事
情
に
ゐ
る
道
路
の
改
善
維
持
の
如
き
を
除
い
て
は
、

交
通
事
業

ω開
設
に
要
す
る

E
額

ω会
資
本
を

一
時
に
組
枕
ご
し
て
徴
集
し
得
な
い
こ
ご
は
、
特
に
説
明
を
要

せ
5
る
所
で
あ
る
。

故
に
、
凶
器
若
し
く
は
一
公
笹
山
り
場
合
に
於
り
る
、
交
山
地
事
業
開
設
に
要
す
る
資
本
は
、

こ
れ
を
、
国
家
若
し
f

は
一
公
共
凶
睦
が
、
そ
の
信
用
を
以
て
調
達
す
る
こ

Z
を
得
れ
ば
足
る
o

却
も
、
崎
潤
来
に
償
法
す
る
の
計
査
に
基

き
、
一
公
偵
に
よ
h
τ

一
般
公
衆
よ
h
、
必
要

ω資
本
を
集
め
得
る
な
ら
ば
、

-
』
れ
に
よ

'o
て
交
通
機
関
的
開
設
に

要
す
る
経
費
を
調
達
し
得
る
も
の
で
あ
る
。



但
し
、
こ
、
に
交
辿
事
業
り
岡
崎
百
若
し
〈
は
会
替
り
場
合
に
於
り
る
資
本
り
調
達
に
つ
い
て
注
意
す
ぺ
き
問
題

t主

こ
れ
ら
岡
晶
画
若

L
，
、
は
ぬ
笹
川
町
場
合
仁
於
工
は
、
そ
の
開
設
に
要
す
る
資
本
は
、
必
宇
ニ
れ
を
『
公
債
に
仰
向
、

ぺ
注
も

ω一
芭
考
へ
ら
れ
て
居
る
ζ

ご
で
あ
る
o
殊
に
、
交
泌
事
業
山
う
ち
に
て
も
、
建
設
費
的
外
に
蓮
借
り
費
用

を
要
す
る
も
の
に
ゐ
h
て
は
、
そ
の
建
設
維
持
的
経
提
も
租
税
を
以
て
調
達
す
る
は
不
可
で
あ
っ
て
、
『
公
債
を
以

て
こ
れ
に
充
つ
ぺ
き
も
の
で
あ
る
吉
見
倣
さ
れ
1
居
る
。
併
L
か
f
的
知
き
は
、
百
際
上
山
事
情

ω
必
要
よ
h

生

中
る
り
で
あ
っ

τ、
理
論
上
・
然
ら

F
る
べ
か
ら

y
る
筋
合

ωも
ωで
は
な
い
。

今
ニ
の
馳
に
つ
い
℃
少
し
〈
号
袋
す
る
に
、

が
の
限
史
的
に
が
在
す
る
道
路

ω
加
さ
は
m

そ
の
改
良
己
維
持
ご

に
設
用
を
要
す
る
だ
け
で
ゐ
っ
て
、
そ
の
上
に
於
り
る
交
通
行
匁
は
、
交
通
需
要
者
各
自

ω
費
用
を
以
て
な
古
る

、
所
で
め
る
か
ら
、
蓮
姐
官
的
費
用
な
る
も
の
を
要
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
併
l
、
そ
の
他
的
交
通
機
関
に
あ
っ
て

は
、
殊
に
交
通
事
業
Z
し
て
経
鍔
せ
ら
る
、
も

ω一
に
あ
っ
て
は
、

い
づ
れ
も
各
交
通
行
錯
は
、
交
通
機
関
提
供
者

の
労
務
に
移
苫
れ
て
行
は
晶
、
も

ω
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
勢
務
を
構
成
す
る
所

ω物
的
及
び
人
物
内
費
用
を
要
す

る
o

こ
れ
が
蓮
笹
凶
費
用
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
、
大
煙
、
提
供
す
る
所
内
交
通
崎
常
務
凶
品
質
ご
分
量
ご
に
膝
じ
て

多
泌
を
異
に
す
る
も

ω
で
ゐ
る
U

従
っ
て
、
こ

ω和
ω費
用
を
要
す
る
交
活
機
関
に
あ
っ
て
は
、
交
川
地
崎
常
務
山
需

要
#
唱
が
、
そ
の
需
要
す
る
所
内
各
個
り
交
誕
労
務
に
藤
じ
て
、

こ
れ
を
負
指
す
る
を
以
工
正
賞
と
す
る
o
少
〈
ご

も
、
こ
の
貼
に
於
て
は
・

一
般
的
道
路

ω如
、
c
E
は
異
b
、
有
償
使
用

ω原
則
的
下
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し

J1通
事
業
の
紐
野
主
出

第
二
十
八
巻

四
五

銀

融

四
五



史
組
事
業
の
輯
腎
主
幽

第
二
十
八
各

一
同
六

第

抗

同
プf

て
、
阪
に
、
交
通
機
関
内
提
供
に
要
す
る
綴
費
の
一
部
、
換
言
す
れ
ば
、
実
遁
崎
常
務
生
定
費
り
一
部
た
る
運
管
品
質

が
、
各
需
要
者

ω負
抱
と
す
る
以
上
は
、
建
設
技
H
A
ぴ
維
持
設
も
亦
、
特
別
の
事
情
り
な
き
限
り
、
需
要
者
に
於

て
ニ
れ
を
負
強
す
る
が
正
嘗
で
あ
る
正
見
倣
さ
れ
て
居
る
。

依
に
、
運
凪
宮
山
立
金
要
す
る
安
通
機
関
、
例
へ
ば
錨
道
、
電
信
.
電
話

ω如
宇
も

ωに
あ
っ
て
は
、
ニ
れ
を
岡
家

若
し
く
は
会
共
幽
健
が
経
営
す
る
に
し
下
も
、

そ
れ
は
有
償
使
用

ω原
則
の
下
仁
行
以
晶
、
ニ
吉
、
な
り
、
そ

ω

山
拙
設
費
も
一
般

ω
場
合
に
於
て
は
、
園
民
ま
た
は
市
民
会
館

ω負
措
に
蹄
す
べ
き
租
税
を
以
T
訓
謡
す
べ
か
ら
ゴ

る
も
の
吉
見
倣
さ
れ
、
勝
来
に
於
け
る
収
盆
を
以

τ償
法
す
る
所
の
R

公
債
に
仰
「
ぺ
註
も
の
E
せ
ら
れ
7

居
る
o

そ
し
て
多
〈
の
場
合
に
於
て
は
、

-
』
の
会
偵
は
一
般
曾
計
ピ
M
個
別
し
に
る
特
別
曾
計
に
於

τ取
扱
は
れ
、
ま
た
か

か
る
会
僚
は
、
仙
の
政
務
に
闘
す
る
日
公
偵
正
岡
別

Lτ
、
生
産
的
公
債
ご
い
は
れ
、

一
般
凶
民
ま
た
は
市
民
の
負

地
問
正
な
る
こ
己
な
き
、
特
別
曾
計
内
政
盆
を
以

τ
、
そ
の
元
別
的
支
掛
に
充
て
ら
る
べ
き
も
の
吉
見
倣
さ
れ
て
居

る。
舗
道
、
電
信
、
電
誌
の
如
き
交
通
機
闘
に
あ
り

τは
、
縦

οこ
れ
を
岡
管
ご
す
る
も
、
交
換
の
原
則
の
上
仁
粗

織
せ
ら
れ
た
る
総
務
枇
曾
に
ゐ
つ
て
は
、
右
の
如
〈
、
交
通
労
務

ω
需
要
者
が
、
そ
の
第
務
生
産
裂
を
負
搬
す
べ

き
は
嘗
然

ω事
柄
で
め
る
。
併
し
、
更
に
よ
く
考
へ
て
見
れ
ば
、

そ

ω故
を
以
て
、
こ
れ
が
建
設
提
も
亦
必
十
こ

れ
を
一
般
租
税
に
よ
る
べ
か
ら
中
正
な
す
理
由
は
、
理
論
上
に
於
て
は
見
出
L
待
な
い
。
か
、
る
交
通
機
関
に
よ



b
て
生
中
る
利
益
は
、
直
接
に
は
、

そ
の
利
用
者

ω享
〈
る
所
で
ゐ
る
り
れ
戸
」
一
也
、
間
接
に
は
み
{
闘
民
に
及
よ
所

で
あ
る
。
故
に
、
そ
の
蓮
蝿
臣
奨
は
ど
も
が
〈
、
少
(
ピ
も
そ
の
建
設
設
の
如
き
は
、
国
民
に
負
挽
品
川
裕
が
あ
る
な

ら
ば
、
理
論
上
、

こ
れ
を
利
税
牧
入
を
以
て
充
賞
し
て
差
支
め
る
謬
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
貼
は
、
或
稲
の
道

路
が
租
税
に
よ
っ
て
進
ら
れ
、
開
懇
様
紙
に
要
す
る
費
用
が
租
税
収
入
よ
hJ
支
耕
せ
ら
る
、
こ

Z
ゐ
る
己
、
同
様

の
欄
係
に
あ
る
も

ω
吉
見
る
ぺ
き
で
あ
ら
う
o

た
い
九
貫
際
に
於
て
は
、
如
何
な
る
図
に
於

τも、

一
方
仁
於

τ

は
、
そ
れ
だ
り
の
課
税
俄
拡
を
有
す
る
も
的
な
く
、
他
方
に
於
て
は
、
請
は
ゆ
る
生
産
的
公
偵
を
以
て
こ
れ
を
制

達
す
る
が
似
別
で
あ
る
か

ι、
組
税
を
以

τ炉
、
る
交
通
機
闘
の
建
設
投

er調
遣
す
品
が
如
訟
は
、
問
題
ピ
な
h

符
な

hvω
で
あ
る
。

か
〈
て
、

E
額

ω資
本
を
固
定
し
て
交
通
網
を
構
成
す
る
の
必
要
ゐ
る
交
通
機
関
に
あ
っ
て
は
、
そ

ω岡
管
省

し
〈
は
公
献
宵

ω場
合
に
於

τも、
こ
れ
が
建
設
投
は
通
怖
は
目
白
俄
を
以
T
調
達
す
る
ニ
ピ
、
な
る
。
併
し
乍
ら
、

こ
れ
を
公
債
に
仰
「
場
合
に
あ
'
り
て
も
、
所
要
凶
資
本
は
、
必
中

ιも
そ
の
任
意

ω必
要
額
が
調
達
し
得
ら
る
る

も
の
で
は
な
い
o

そ
れ
は
、
縦
ひ
・
勝
家

ω牧
盆
を
以
て
償
還
せ
ら
る
、
所
の
、
謂
は
ゆ
る
生
産
的
一
公
債
を
以
て

す
る
場
合
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
揮
は
、
園
家
に
し
て
も
一
公
共
闘
躍
に

L
て
一
也
、
財
政
信
用
を
維
持
す
る

上
よ
h
見
て
募
償
額
に
一
定
の
限
界
を
設
け
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
縦
ひ
‘
生
産
的
公
債
で
あ

Et
泊
事
業
。
腕
骨
主
艦

第
二
十
八
巷

四
七
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交
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業
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憐
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プ
ナ
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碑
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J、

つ

τも
、
ま
た
、

一
般
品
目
計
よ
り
極
別
せ
ら
れ
た
る
特
別
曾
計
正
し

τ取
扱
は
る
、
ド

Iτ
も
、
岡
家
ま
た
は
日
公

共
凶
値
以
、

そ
り
全
般
的
財
政
扶
鶴
よ
り
見
℃
、
司
セ
の
併
に
後
行
せ
る
金
憾

ω一
公
債
が
腕
に
戒
傾
に
迭
し
居
る
ご

き
は
、
こ
れ
が
俊
行
を
差
控
え
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

併
に
時
慣
行
せ
る
会
燈
川
川
公
偵
が
如
何
な
る
矧
に
ゐ
る
ご
き
は
、
生
産
的
必
偵
も
そ
り
後
行
を
差
控
え
ね
ば
な
ら

ぬ
か
は
、
岡
よ
・
9

「
繊
に
そ
の
械
地
中
を
指
示
し
得
る
も
山
で
は
な
い
。
か
〈
的
如
き
は
、
同
民
総
街
山
後
連
敗
組

に
よ
h
、
ま
た
慨
に
俊
行
せ
る
H

公
債
負
泊

ω
利
類
に
よ
り
て
も
岡
山
る
所
で
あ
る
o

併
し
そ
の
最
も
主
要
な
る
指
針

芭
認
む
べ
き
も
の
は
、
既
仁
議
行
制
一
る
会
偵
の
傑
件
吉
、
新
ら
た
に
品
目
行
的
交
沙
の
下
に
あ
る
公
偵
の
傭
件
ご
の

比
較
で
め
る
o

ζ

の
比
般
が
良
好
に
向
ひ
っ
、
あ
る
な
ら
ば
、
術
ほ
多
〈
の
品
目
行
像
力
を
有
す
る
誇
で
ゐ
b
、
次

第
に
不
利
に
向
ひ
っ
、
ゐ
っ
て
、
民
間

ω一
耽
偵
ご
同
様
ご
な
与
、
ま
た
は
外
債
山
場
合
に
於
v

し
は
・
よ
b
劣
等
な

る
闘
の
H

公
債
依
件
に
接
近
し
っ
、
ゐ
る
ご
き
は
、
日
官
偵
品
百
行
可
能
的
限
界
に
遣
し
た
も
の
ご
い
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
放
に
生
産
的
公
偵
で
ゐ
る
ご

ν
っ
て
も
、

ヲ
に
の
後
行
に
は
自
ら
一
定
山
限
度
め
る
も
の
で
あ
h
、
ま
た
岡
家

は
山
崩
急
の
場
合
を
考
慮
し
て
、
卒
怖
は
そ

ω政
務
一
公
偵
(
不
生
産
的
日
常
偵
)
に
つ
い
て
後
行
可
能
の
品
川
械
を
残
存
せ

し
む
る
を
以
て
賢
明
な
る
一
公
偵
政
策
正
す
る
も

ωで
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
貼
に
於

τも
生
産
的
日
常
偵
的
畿
行
に
は
白

ら
一
定

ω限
度
ゐ
る
も
の
正
い
は
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。

か
〈
の
如
〈
、
蓮
且
官
費
を
要
す
る
交
通
機
関
を
国
家
岩
し
く
は
ぬ
共
函
館
が
初
め
て
開
設
す
る
場
合
に
ゐ
h
τ



は
、
そ
の
建
設
費
は
主
ご
し
て
こ
れ
を
会
偵
に
よ
る
の
外
な
き
も
の
で
ゐ
る
仁
拘
は

ι歩、
か
、
る
R

官
僚
に
は
右

に
述
、
h
A

る
が
加
〈
、

一
定

ω後
行
限
度
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
岡
家
若
し
〈
は
公
共
凶
胞
が
、
阪
に
絞
替

せ
る
交
通
機
関
の
繍
肢
を
な
し
、
交
通
網
の
完
成
を
な
さ
ん
ご
す
る
場
合
に
於
て
も
、

そ
の
財
源
は
、
開
設
の
場

合
ご
同
様
に
日
公
債
に
よ
る
か
、
然
ら
玄
れ
ば
既
成
部
分
の
事
業
よ
り
準
「
る
牧
盆
を
以
て
こ
れ
仁
充
つ
る
の
外
な

き
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
悶
傍
若
し
〈
は
会
答

ω場
合
仁
於
り
る
交
通
網
の
完
成
は
、
そ
の
も
り
、
必
要
粍
度
に

随
伴
し
て
、
若
し
〈
は
、
そ
れ
に
謝
す
る
枇
品
目
的
需
要
に
随
伴
し
て
達
成
せ
ら
る
、
古
い
ふ
よ
り
は
、
血
T

ろ
、
そ

の
事
業
小
川
蹴
成
部
分
」
h
ノ
往
す
る
欣
盆

ω範
闘
的
、
ま
わ
h
H
H
Z
、
の
事
業

ω允
め
仁
後
桁
し
符
る
必
偵
の
限
度
内
ド

於
て
蓬
成
せ
ら
る
、

ω外
な
き
も

ω
で
あ
る
o

放
に
そ
の
披
張
を
要
し
、
完
成
を
必
要
ど
す
る
の
税
度
が
、
右
の

枚
盆
の
許
す
範
囲
内
に
あ
る
か
、
羽
し
〈
は
、
こ
れ
に
加
ふ
る
に
会
債
品
現
行
可
能
内
限
度
内
に
ゐ
る
聞
は
・

i没

財
政
が
交
通
機
関
凶
後
退
ケ
限
害
す
る
内
結
果
を
鷲
ら
す
こ
ご
は
な
い
が
、
こ
れ
に
反
す
る
場
合
に
於
て
は
、
交

通
事
業
が
、
閥
笹
若
し
〈
は
一
公
借
り
下
に
あ
る
が
た
め
、
却
っ
て
、
交
通
網

ω完
成
が
越
滞
日
ら
る
、
の
結
川
市
在

な
る
。こ

、
じ
於
T
、
益
図
的
喝
し
〈
は
地
方
的
に
成
汎
な
る
範
囲
に
亘
る
所
的
安
泌
網
を
構
成
す
る
所
の
交
通
機
関

を
、
初
め
て
開
設
す
る
に
は
、

そ
山
普
及
の
迅
返
そ
計
る
粕
よ

h
雪
一
一
回
へ
ば
、
車
T

ろ
・
こ
れ
を
私
的
企
業
の
事
業
正

交
組
事
業
白
艇
菅
主
位

第
二
十
入
容

凹
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交
通
事
業
曲
料
棒
主
憾
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入
容
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一E
O

第

甥

す
る
方
が
遁
切
で
あ
る
。
然
る
古
き
は
、
在
俸
の
多
数
企
業
の
併
立
正
な
h
、
者
し
〈
は
封
立
ご
な
る
の
傾
向
は

避
り
難
い
り
れ
Y
」
も
、
そ
の
各
企
業
は
各
よ
通
営
な
る
地
域
に
於

τ事
業
を
計
量
し
・
株
式
若
し
く
は
枇
債
に
よ

b
、
通
貨
な
る
方
面
よ
h
資
本
を
集
め
る
ニ
言
、
な
り
て
、
容
易
に
事
業
完
成
を
見
る
ニ
ピ
を
得
て
、
交
通
機
関

の
一
般
的
普
及
に
は
寧
ろ
迎
合
す
る
こ
ご
、
な
る
。
然
る
仁
、
か
く
の
如
き
交
通
機
関
の
併
立
的
な
鐸
の
場
合
に

は
、
前
に
逃
ぺ
た
る
が
知
〈
、
杢
般
的
に
削
察
す
れ
ば
、
交
通
網
の
重
復
Z
快
脱
挫

αに
そ
の
機
畑
山
の
分
裂
を
法

起
す
の
危
険
が
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
会
盆
に
反
す
る
事
例
で
ゐ
る
。

故
に
、
国
家
若
し
〈
は
R

公
共
矧
閣
が
、
か
、
る
交
通
事
業
の
綴
倍
を
私
的
企
業
を
し
て
常
ら
し
む
る
場
合
に

は
、
交
通
の
最
高
政
策
ご
し
て
、
イ
私
阻
官
凋
占
の
弊
害
を
遊
く
る
た
め
、
夜
通
網
の
重
複
扶
肢
を
甘
受
し
て
、
私

的
企
業
相
互
の
競
争
を
認
む
る
主
義
を
古
る
か
、
ロ
交
通
網
の
重
複
品
制
服
を
逃
げ
、
且
つ
競
守
の
弊
害
を
防
円
、
た

め
、
一
定
の
地
域
仁
於
て
、
特
許
制
度
の
下
仁
濁
占
企
業
を
認
む
る
の
主
義
を
ご
る
か
、
若
〈
は
‘
山
地
域
的
凋

占
の
特
許
金
総
め
宇
、
車
に
交
通
網
の
整
順
調
節
を
計
る
目
的
よ
り
認
可
主
義
を
さ
る
か
、
こ
の
何
れ
か
の
主
義

を
硲
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
己
、
な
る
。
我
軌
道
法
は
「
軌
道
ヲ
敷
設

v-プ
運
轍
事
業
ヲ
経
倍
セ

y
ト

Z

Y
岩
川
主

務
大
臣
ノ
特
許
ヲ
受
ク
ベ
V
」

Z
規
定
す
る
り
れ
H

と
、
そ
の
請
は
ゆ
る
特
許
は
、
右

ω
ロ
の
主
義
の
濁
占
特
許
で

は
な
(
し
て
、
準
ろ
川
の
認
可
主
義
で
あ
る
。

右
に
逃
よ
る
が
如

f
、
交
通
網

ω構
成
が
、
制
品
的
企
業
に
よ
h
て
行
は
る
、
場
令
に
は
、
建
設
資
本
調
達
の
上

軌温法第三崎。1) 



よ
り
見
れ
ば
、
岡
傍
若
し
く
は
一
公
管
内
場
合
に
比
し
て
、

そ
の
普
及
完
成
が
迭
で
ゐ
る
り
利
盆
が
あ
る
け
れ
H

と

も
、
併
し
こ
れ
も
必
十
し
も
常
に
然
る
詩
的
も
の
で
は
な
い
。
私
的
企
業
仁
於
り
る
資
本
的
調
達
は
.
世
間
内
金

融
事
情
に
よ
っ
て
左
右
せ
ら
れ
る
。
金
融
市
場
の
情
勢
が
緩
慢
な
る
場
合
に
は
、

炉
、
る
資
本
は
集
め
易
〈
、
遍

迫
せ
る
ど
き
は
集
め
弛
い
。
従
っ
て
、
私
的
企
業
に
よ
る
所
の
交
通
機
関
の
構
成
に
要
す
る
資
本
的
調
遣
は
、
殆

H

と
金
〈
経
済
同
押
の
景
気
畿
勤
に
よ
っ
て
左
布
せ
ら
れ
・
甚
だ
し
き
に
至
つ
て
は
投
機
的
景
気
の
支
配
す
る
所
ぜ
な

る
O

苫
れ
ば
、
交
説
網
的
構
成
が
好
足
気

ω
場
合
仁
川
削
る
幾
凱
的
に
計
量
せ
ら
れ
、
議
定
に
於
て
は
、
一
知
少
年
月

の
う
も
に
完
成
す
る
笹
山
で
の
つ

τも
、
建
設
事
業
の
進
行
は
、

-
)
F
重
L
叶
比
江
・
3

旨
阜
a
h
b
j
F
主

主

ノ

て

、

、
U
F
a
-
-
z
t
J
3
・n
J
3
・1

f

f

F

t

7

1

寧
ろ
一
般
的
の
は
品
訴
ま
た
は
投
機
的
長
試
が
-
-
れ
を
支
配
し
、

岳
山
町
村
果
、
好
長
白
加
が
去
り
た
る
後
は
、
建
設
事

業
は
繰
延
に
繰
延
ぺ
を
重
ね
る
が
如
ヨ
は
珍
ら
し
〈
な
h
v

所
で
あ
る
。

、.』、
し
乙

ご
き
ご
し
て
は
中
絶
せ
ら
晶
、
こ

さ
す
ら
あ
る
。

鴎
家
若
し
く
は
H

公
共
同
般
の
事
業
に
於
て
も
、
年
度
計
査
が
経
済
最
試
の
獲
勤
に
よ
h

て
影
糠
せ
ら
る
、
こ
ど

は
、
往
々
見
れ
難
い
所
で
あ
る
け
れ
ロ
」
も
而
も
、
こ
れ
に
ゐ
つ
て
は
投
機
的
景
気
に
左
右
せ
ら
る
、
こ
己
は
殆

H

と
な
〈
、
従
っ
て
一
例
恐
怖
り
襲
来
め
る
も
、
私
的
企
業

μ
於
け
る
が
如
〈
、
事
業
計
輩
が
根
本
的
に
破
壊
せ
ら

れ
、
組
織
的
な
る
交
通
網
が
完
成
せ
ら
る
、
よ
ど
な
〈
し

t
、
謂
は
ゆ
る
宇
身
不
随
的
現
象
を
呈
す
る
に
至
る
の

危
険
は
な
い
。
故
仁
、
闘
中
部
若
し
く
は
公
共
凶
髄
に
於
L
、
般
に
豊
富
な
る
資
本
を
容
易
に
調
迷

L
得
る
も
の
で

交
活
事
業
白
紐
替
主
世

第
二
十
八
巻

五
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貌

五



交
組
事
業
由
純
瞥
主
峰

第
二
十
凡
巻

五

器

部

豆E

あ
る
な
ら
ば
、
右
に
通
ぶ
る
闘
係
よ
り
言
ふ
も
、
-
交
通
網
の
完
成
は
岡
管
若
し
く
は
公
替
ご
す
べ
き
で
あ
る
り
れ

H

と
も
、
図
民
経
済
の
後
述
が
何
ほ
幼
稚
な
る
場
合
に
は
、

か
〈

ω如
き
は
望
み
難
、
さ
所
で
あ
る
ご
共
に
、

か
、
る

事
業
り
初
期
に
於
り
る
企
業
危
険
は
、
凶
家
財
政
雄
ぴ
に
地
方
財
政
の
確
質
性
Z
相
容
れ

5
る
も
の
が
ゐ
る
か

色
、
国
中
部
省
し
く
は
一
公
共
同
捜
は
、
前
池
山
り
三
つ
の
主
義
り
い
づ
れ
か
に
よ
h
て
、
交
通
網
の
完
成
は
こ
れ
を
私

的
企
業
ご
し
て
行
は
し
む
る
を
寧
ろ
一
週
蛍
ご
す
る
山
で
あ
る
G

伎
に
例
へ
ば
‘
織
品
品

ω如
き
も
の
は
、
多
〈
の
困

に
於
て
は
、
嘗
初
、
私
的
企
業
t
し
て
、

そ
の
交
通
網
の
構
成
を
初
め
た
も
の
で
あ
る
。

，昼.，、

調
占
事
業
た
る
性
質
よ
り
見
た
る
考
察

民
出
肱
苗
私
借
り
問
題
は
、
交
通
事
業
特
に
交
通
網
を
枯
成
す
る
交
誠
事
業
が
濁
占
功
業
正
な
h
H
劫
き
貼
よ
h
も
考

務
せ
ね
ば
な
ら
前
。
卸
も
、
交
孤
剰
を
締
成
古
る
所
山
交
泌
事
業
以
、
そ

ω帥
世
設
仁
巨
額
凶
資
本
を
回
定
す
る
を

要
す
る
も
山
↑
で
ゐ
る
か
ら
、

こ
れ
が
併
立
せ
る
企
業
の
聞
に
競
守
的
に
経
管
せ
ら
る
、
場
合
に
は
、
資
本
擁
護
の

必
要
上
・
競
宇
は
激
烈
己
な

h
、
競
守
者
相
互

ω
損
害
企
深
刻
な
ら
し
め
、
そ
内
一
結
果
は
帯
地
仁
安
協
に
導
〈
ニ
ピ

、
な
ふ
リ
、
事
費
上
山
獅
占
朕
践
を
来
す
も
の
で
め
る
o

そ
れ
は
、
た
い
γ

に
珂
論
上
競
明
l
得
る
所
で
あ
る
ば
か

h

で
は
な
(
.
回
世
庇
上
的
事
貨
が
説
明
す
る
所
で
ゐ
る
G

か
〈

ω如
き
自
由
統
領
正
義

ω
下
に
成
立
す
る
術
占
は
、

経
営
上
一
定

ω義
務
に
賊
す
る
特
許
濁
占
山
場
合
よ
h
も・

そ

ω弊
害

ω大
な
る
も

ω
が
ゐ
る
。

Wagner. a. 1"1. O. S.， '24 
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ま
た
認
可
主
義
叶
制
度
は
、
単
に
交
通
網
的
整
制
調
節
を
な
す
の
殺
ゐ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ

胃

9τ
企
業
相
互
山
競
守
を
制
止

L
得
る
も

ω
で
は
な
い
。
ぞ
は
交
油
企
業
な
る
も
の
は
、
最
初
、
相
互
に
競
争
開

係
の
な
か
っ
た
も
の
も
、
交
通
路
の
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る
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め
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的
知
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、
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協
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よ
る
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占
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ゐ
る
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放
に
、
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岡
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し
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網
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す
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通
事
業
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宇
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に
於
て
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言
ふ
ま
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な
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る
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れ
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共
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値
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資
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鈷
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於
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近
づ
き

且
っ
そ
の
企
業
危
険
も
確
定
し
て
財
政

ω確
貨
を
害
す
る
こ
ぜ
な
き
に
至
る
な
ら
ば
、
国
家
若
し
く
は
一
公
共
副
館

交
誼
事
業
白
艇
密
主
櫨

第
二
十

λ
容

五

第

競

五



交
通
事
業
自
紐
昏
主
櫨

第
二
十
八
巻

-
五
回

第

掛

五
回

は
、
義
に
な
的
企
業
を
し
て
そ
の
経
傍
に
嘗
ら
し
め
た
る
交
通
事
業
を
、
岡
俸
に
鱒
換
し
(
〈

m
a
c
E
F
E口
問
)
若

し
〈
は
凪
凶
器
に
時
換
す
べ
き
で
あ
る
。
殊
に

こ

ω場
合
に
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史
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に
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上
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潜
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趣
旨
的
必
勝
目
な
る
例
は
頗
る
多
〈
見
る
所
で
あ
る
。
か
〈
の
如
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は
、

い
づ
れ
の
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に
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て
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仁
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右
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が
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し
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、
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通
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叫
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所
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通
機
関
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あ
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仁
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も
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あ
る
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ら
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澗

占
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る
か
ら
に
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、
私
的
澗
占
ご
会
的
澗
占
E
い
づ
れ
が
る
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に
遁
す
る
が
ご
い
ふ
に
よ
h
て
も
、
決
せ
ら
る

べ
き
で
あ
る
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し
て
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湖
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少
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岡
情
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、
ま
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蒙
る
ニ
ピ
少

き
柿
類
の
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機
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の
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を
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私
的
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古
れ
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成
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、
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占
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損
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か
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、
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、
な
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あ
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。
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